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哩事長からのこ挨拶

曾
理事長 森 明子

日 本 生 殖 看 護 学 会 は ２ 回 目 の 理 事 ・ 監 事 選 挙 を 経 て、 第３ 期
を迎 えま Ｌた。 小 規模 な が

らも健全に運営 Ｌ、 堅実な活動を重ねられたのも ひとえに会員 の皆様からの ご支援ω賜物

と感謝申し上 げます。
牛 殖 補 肋 医 療 は 日 進 月 歩、 新 薬 や 新 技 術、 新 し い 治療 法 が と どま る こ と な く 開 発 さ れ て

い き ま す。 現 場 は 日 常 の 延 長 纏 上 で、 どん どん変 わっ て い き ま す。 一 方、 生 殖 補 助 医 療 が

抱える従来か ら指摘されてきた倫瑚 的法的間題の 多く は議論も 解決もなされることなく横

た わっ て お り、 事 実 が 先 行 し問 題 が 潜 在・ 顕 在 化 する と い う 事態 がみ ら れ ます。

そ して、 量 近 の 経 済 不 況、 結 婚 の 高 年 齢 化 は、 カ ッ プル ⑳ 心 身・ 生 活 に さ ま ざま な 影 響 を 与 え て いる も の と

思 わ れ ま す。 ナ ー ス は 治 療 に目 を 向け る だ け で は なく、 目 の 前 にい る 患 者 が、 社 会 ω な か で 生 活 し、 医学 的 知

識 や 物 の 見 方、 考 え 方、 価値 観、 感 じ方 に おい て個 々 に 違 う 存在 であ る こ と を 常に 意 識 Ｌケ ア を創 造 して い か

な け れ ぱ な り ま せ ん そ れ は時 に は シ ス テム の 変革 も 必 要 に なる こ と を 意 味 し ます。 そ の た め に は知 識、 感 性、

思 慮 深 さ、 自 他 の 尊 重、 共 感の 能 力 を 身 につ け、 医療 チ ー ム の一 員 と して 仲 問 か ら、 想 者 か ら、 信 頼さ れ る 職

業 人 に な る こ と がま ず何 よ り も 大切 です。

本 学 会 の 目 的 は、 不 妊 看護 の 実 践 家 ・ 教育 者 １研 究 者 の 交 流 を促 進 し、 学 術 的発 展 に 寄 与 する こと によ り、

個 人 及 ぴ 家 族 の 生涯 に わ たる 健 康 と 福 祉 に 貢 献す る こ と に あ 竈 ます。 誰 の た めの 研 究 か、 誰 のた め ⑳教 育 か、

そ Ｌて誰のための実践なのか、 目的を見失わな いように歩みたいもので 九 また、 交流 Ｌ学術的発展に寄与す

る の は 会 員 ひ と ｏ ひ と り によ る も の で す。 そこ で、 他 ⑳ 人 々 か ら得 る こ と ば かり を 望 ん で いる と し た ら、 そ れ

は 専 門 職 業 人 と は い え ま せ ん。 受 身 に 甘
ん ずる の では なく、 自 ら貢 献 す る

よう 努め て く だ さ い。 学 会 がこ ん な

場 で あ っ て ほ しい、 こ ん なこ と が して ほ し い、 そ んな 思 い や アイ デア が あ ると き は、 ぜ ひ、 積 極 的 に動 き 働 き

か け て く だ さ い。

私 白 身 も 会 員 の一 人 と して、 本 会 ω 目 的
をあ らた め て 振 り 返る と と も に、 会員 に 仕

え る 立 場と Ｌて、 今 一 度

重く受け止め、 総会で ご承認いた だきまＬた、 本年度の活動を含むこれから３年聞の活動に取Ｏ 組んでいきた

い と 思 い ま す。
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新 哩 事 の 紹 介

幟語 信倶連封刷

Ｑ
清水清芙氏 個艘匡竈福 蛛 掌〕

理 事 会 の 週 営 ・ 報 告、 会 員 数 の 帯 瑚、

学会ホーム ページの充実な ど、 皆様が

より活用 しやすく、 また 親しみがも
て

るような学 会をめ ざＬて 軽力 してゆき

た い と 用 ｏ て お Ｏ ま す凸 ど う ぞ よ ろ Ｌ

く お 願 い Ｌ ま す。

靱百推遣委目

ゑ
薪 恵 嚢 氏 ｛干聰夫掌〕

教育推 進委員を引き 続き務めます。 生

殖医療 は日丑月歩で あｏ、 不虹症患者
一

のお かれた状況も多 様です、 そのよっ

な 変１ヒや多様性に対 応した医療や寿 謹

につ いて学ム場を皆 幟とともに 企面 Ｌ

て い き た い と 用 い ま す。’

広罰聾員

告
罫澤姜江子氏 倶回県立夫掌〕

広 報委員を引 き統き務めさせ ていただ

き ます仙 皆 様 に楽 しん で い た だけ る

ニ ュー凪レ ターを目指 して 書闘してき

ま Ｌ た が、 い か が で し ょ う か
苧 感 想 や

ご意見をぜ ひお聞かせ下さい。 今期も

会貝増員を 目指し頑 張ｏます。

偏稟彗目． 副邊 副…

鼻
村 本 淳 子 氏 〔三■，立ｉ≡■夫掌〕

小 妊治療 が逃んで いく中で、 対象 者を

ホ リ 只 テ ィ ッ ク に み て い く 視 点 を つ ね に

忘れないようこれからも努力していきた

いと思います凸 今期も編集委貝を担当さ

せ ていただきます。 学会 発展の
ために

多くの論 文投稿をお持ちＬております。

会計

３
上 澤悦手氏 ｏ腫夫掌〕

新 政 椎 の マ ニ フ ェ ス ト に は、 不 妊 治 療

の 情報捉供、 相 談体
制の強化の 文言が

人 ｏ、 本学 会が果たす
べき役割 は、

大

変 垂要在も のとな呵ま した。 生 殖看謹

の 禰 止と学 会発展のため一役を 果たし

て い き た い と 存 じ ま す。

監萱一 １

⑧
遺薗俊子氏 偏郡螂夫掌〕

３期日にな ｏます。 監 事を引 き
受けさ

せて いただきま Ｌた。 今まで理事会も

片道 支払いが、 ようや ｏと往復支払い

を できる会員数になり ましたが、 ２年

で 底をつ いて しまいま す。 会貝に有＃

な 学会をさらに目指 し、 会員獲得を し

ま しょう ！周ｏ にいる 看護職に一声 か

け てく ださると有 難いです。

棄瞠閲鶉彗貝

凶 Ｉ喬村富子氏 ㈱ 幅科夫掌匿 靱咀口鶉院〕

こ 螂〕 度、 実 践 開 発 委 貝 と Ｌ て、 臨 床 に

おける 対応 囲難な問題等 につ いて解決

⑧
する為 のお 手伝い左きせ ていただくこ

とに なＯま Ｌた凸 各地域の 幹事の皆様

と共 に、 現場 での活勤 が充実するよう

に 瑳 め て ま い 呵 た い と 思 い ま す。

敦百推達曇目

９
阿部正子氏 〔胴 妹掌〕

私が生弛希謹 に携 わｏ 始めて約］ｏ年が

経 ち ま Ｌ た。 生 殖 医 療 の 避 化
と と も に、

当 事者や医療 従事者の様右な思い に触

れ るｌ１１で、 生 殖 看 謹 の 発 展 切 必 要 性 を

強く 感 じてお ります。 どう ぞよろ しく
■

＝

叫

お 願 い い た し ま す。

匝≡靱曇員

曾
矢野恵子氏 伸螂夫掌〕

今回、 新理事
と して参加させてい ただ

くことになＯ まＬた失岨恵子です。 現

在、 大阪府の 不妊相談在 ど、 生 殖看護

の実 践に むけて勉強中です。 ま だまだ

いた らぬ身ではあります が、 皆 様
どう

ぞ」；ろ Ｌ く お 願 い い た Ｌ ま す口

冊栗槙討曇貝

馬
長岡由紀子氏 倣堪目立園竈夫勃

引き 続き担当理 事を務め させて頂くこ

とに なりま した。 研 究括 動の活性 化や

情報 提供な ど、 会貝の皆 さまの培役 に

立て るよう な委員 会活動を目指してま

いＯ ますので、
どう ぞよ ろＬくお 願い

致 し ま す。

魯
崖田佐智氏 傭口大掌〕

監 査の 役割を引き続 きさ せていた だき

ます担 第７回⑭ 学術 集会が終わり、 学

会 も少 しずつ成 長Ｌ、 人へ仰やさ しき

を大切 にする学 会である と実感 してい

ます。 これから も微力 ながら掌会 の発

展 に貞献できるよう 努力 Ｌていき たい

と 思 い ま す。



目本 生殖看護 学会 Ｎｏ２司 Ｊ昌ｐ昌ｎ∈ 舶 ＳＯ〔■ｅｔｙ ｏｆ Ｆｅ了ｔ１ｌ■ｔＶ Ｎｕ［；ｌｎ筥 癸 行 日 ２００９
，
ｒＯ ③

平成２１年盾事業計画及び予算案
常任委員会

◆ 総 務 （事 務 局）１ 個人情報保護法に基 づいた会員管理と ＨＰの運営・管理、 関連団体・機関への会議出
席や学会と しての意見提出の実施と拡大

◆ 実 践 開 発 委 員 会 １ ホームページ上での学会員における看護上の相談対応、 相 談活動のＰＲ、 不 妊症看護認
定看護師の認定後の継続教育を支援していく活動

◆ 教 育 推 進 委 員 会 １セミナー一勉 強会の開催
◆ 広 報 委 員 会 ： ニュース レターの企画・編集及 び発行 （今年度より年３回発行〕、 関連学会などでＰＲ

活 動 ｛学 会 リ ーフ レッ ト 配布〕

◆ 編 集 委 員 会 １ 投稿原稿の受付・ 査読の依 風 採否決定。 日本生 殖看謹学会誌第７巻第１号は， 第７
回学術集会の講演等寄稿・ 学会員ω研究論文等を掲載。 投稿原稿受付は平成２１年１１月
３１日必 着、 平 成２２年６ 月 １日 発 行予 定

◆ 将 来 検 討 委 員 会 １ 国内外の情報収集と発信・ 研究助成関連の運営一管理 １今年度よ り研究助成額ほ１件あ
た巾１ｏ万円に増額〕

特別委員会

◇ 学 会 発 展 構 想 ワ ー キ ン グ グ ル ー プ ：バラ ンス ドスコアカー ドを見直 し、 これまでの活動を踏まえ維
持 しつつ 新たなアイ デアを盛り込む

◇ 看 保 連 対 応 ワ ー キ ン グ グ ル ー プ １ 昨年１司様、 看保連の総会・看謹技術評価委員会に出席。 学会内
部の活動と Ｌては・ 学 会とＬて取り 組む診療報酬 に関連する看
護技術について検討 を本年も継続

平成２１年眉収支予算案
一 般 会 計 呼 肋 年里月１■■から平岨！畔 君 朋１日まで〕

収入の部 悼位１円〕
大科目 小科目 予算額 備老

収入合計 収入合計 ㈹ ２，８７ａ，２３５

支出砺部

科目 小評目 予算額 備考
一５３５，ＯＯＯ】

会誼費 理事会会議費 ６００．ｏｏｏ 理事交通畳全額支 給

一１，１ａＯ，ＯＯＯ】

広 報 委 員 会 ４００．ＯＯＯ

教育推 推委員会 １００，ｏｏｏ

偏 集 委 員 会 ３００，ｏｏｏ

将来検討 委員会 ２１０．ＯＯＯ

学術集 奏・講演会補劫費 １００．ＯＯＯ

‘４１０，ＯＯＯ
】

ｈ １ｏ．ｏｏｏ】

団体登録 料 目本看誼 系学会協謹会 冒Ｏ，ＯＯＯ

予 備 費 等 ５眉１，２３５

支 出 合 計 帽〕 ２．８７百．２呂５

特別 会計 １研究助成 金積立 金 （単位：円〕

小科目
積 粒 て額 嚇 額

残額 備考

収 入 合 計 ｛^ 〕 ３５０．１７２ ０
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第７回目本生殖看護学会学術集会報告
一 文化の視点から生殖看護を考える一

第７回 日本生殖看護学会学術集 会長 村本 淳子

９月１３日 に 第 ７ 回日 本 生殖 看 護 学 会 学 術 集 会を 三 重 の 地 で 開 催 いた しま した。 北 は北 海 道、 南 は 熊 本 か ら、

全 国 で 生 殖 看 護 に携 わ っ て お ら れる１冊 名 の 方 に お 集 ま り い た だ きま した。 本州 であ り な が ら・ 交 通 の 便 も い

ささか不便 なこの三重の地に来ていただいたことを感謝申し上 げま 九

さ て、 今 年 度 は、 三重 県 の地
域 的 特 性 で ある 「ル ー ラ ル 看 謹」 と 私た ち の 生 活 基 盤を つ く っ て い る 「文 化」

を 学 会 企 画 の コ ンセ プ ト と いた しま した。
生 殖 医療 が 発展 する 中 で・ 私 た ち 看 謹 職 には さ らな る 知 識 や 技 術 の

修得をはじめ、 他職種と の運携な ど高い専門的役割 が求められるよう に
なりま Ｌ れ しか し・ いつでもその中

心には、 ある土地で生ま れ育ち、 その土地の文化に 根ざした価値観や生活習慣をもって暮 らす対象が置かれる

べ き です。 私 た ち は専 門 的 立 場 と Ｌて 騎る こ と な く、 専 門 職 と Ｌ て の 価 値 観と 対 象 の 価 値 観 に 折 り 合 い を つ

け な が ら、 そ ⑳ 人 に 誠 実 に 寄 り
添 う こ と が 求 め ら れ てい ま す。 講 演 や シ ンポ ジウ ム をと お Ｌて、 皆 さ ん と い っ

Ｌよ に、 文 化 が よ 巧 根 強 く 残る 「ル
ー ラ ル 地 城」 の 文 化を 中 心 に 理 解 をす す め る 中 で、 地 域 ⑳価 値 観 は 少 Ｌず

つ 変 化 を 遂 げ て い る こと、 ルー ラ ル 地
域 に は 広く 様々 な知 識 と 技 術 をも つ ジェ ネ ラり ス ト が 必要 で あ る が・ そ

の 土 地 ⑳ 文 化 を 深く 理 解 Ｌ た ス ペ シ ャリ ス トで な け れ ぱ な ら な い こ と、
ま た よ り 生 殖 看 護 に 長 け て い る ス ペ

シャ リ ス トが そ の ジ ェ ネ ラ リ ス トを 支 援す る 必 要性 が み えて ま い り ま Ｌ れ ま た、 文 化は ルー ラ
ル 地 域 にの み

存在するのではありませ 仙 すぺての地域の看護職 が対象ωもつ文化的価値 観や生活習慣 を理解 Ｌ・ 文 化を理

解 した看護実践を行うこと、 そして自 分自身の着謹 職と しての価値観を見つ めなおすこ
と が生殖看謹の原点で

あ る こ と を 再 認 識 いた Ｌま Ｌた。

ま た、 １ 日 の タイ トな ス ケ ジュ ー
ル ω中、

参 加 者 の 方々 に 少 しで も 三 重県 の文 化 に 触 れ て い た だけ る よ う・

伊勢型紙のＬおりをはじめ、 地産地消 のお弁当やお 菓子、 文化に関する映像 などを準備させていた だきま した。

プロ グラ ム 内 容 か ら会 場 設 営 ま で、 「文 化」 の 視 点 で、 一本 筋 を と お した企 画と し、 参加 者 の 皆 さ
ま を お 迎 え

いた しま した。 行 き 届 か な い 点 も多 々 あっ た か と 恩 い ます が、 参 加 者 の 皆さ ま の心 に 何 ら か 残る も の で あ れ ぱ

幸 い で す。

学 会も ７ 固 目 と な り ま し た が、 今年
度 は一 般 演 題 発 表 も呈Ｏ題 を 超 え ま した・ 実 践 者・ 研 究 者 と も に・ よ り塘

護 実践 に つ な が る 研 究を 積 み重 ね、
ま た 来年、 徳 島

の地 で お 会 い でき れ ぱ と思 い ま す、

教 育 推 進 委 員 会 で は、 会 員 が 主 催す る 各 地 区の 勉 ＃ 北 韮 北 尭非 弗 ‡ ま ＊ 弗＊ 申 ＊ ＊ ＊ 串非 ‡ 串 串 ＊ 串

強会を支援 したいと考えてあります。 勉 強会を企画

さ れ て いる 代 表 者の 方 は、 開 催 日 時、 開 催場 所、 テー

マ あ る い は 内 容、 連 絡 先 ｛住 所、
電 話 番 号、 ＦＡＸ

番 号、 メ ー ル ア ド レス〕 等
を 左 の 連 絡 先 ま で ご連 絡

く ださ い。 よ ろ Ｌく お 願 い 申 し上 げま す。

教育推進委員会担当理事 森 恵美

教育推進黍員会担当理事

森 恵 美 ｍｏｒ１＠ｆヨ〔ｕユｔｙ．
冊 ｂ註一ｕｊｐ
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日 本 生 殖 看 護 学 会 Ｎｏ．２４ ＪａＯａｎｅ；ｅ Ｓｏｏｉ昌ｔＶ ｏｆ Ｆ 帥 １■ｔｙ Ｎ］ｒｓｌｎ呂 発 行 日 ２００９ １０ ⑤

８月 蓼日・ 『生 殖 医 療 に お ける 倫 理 を 考 え る』 の テ ー マ で・ 第 ５ 回 生 殖 看 護 実 践 セミ ナ ー が 開 催 さ れ た。 猛

暑の中、 ３呂名 くそのうち、 一般の方を含め非会員１９名〕 の参加 があり 活 発な意見交換 が行われた。
は じめに・ 齋 藤有紀子氏 （生命倫理学・法哲学〕 よ り、 「倫理問題

｝ は何か」、「法律 問題とは何か」、 「生殖
を め ぐる 技 術１倫 理・法 にお ける 歴 史 的 な 推移 と 現 状・ 問 題専」 等・ 最新 の 知 見 をも と に 講 演 を して い た だ い た
さ らに・ ２００呂年 に 起 き た・ 体 外 受 精 に お ける 受 精 卵 取 り違 見 事 件 を も と に、 「医 療 現 場 にお ける 実 施 手 順 の あ

り 方」・ 「情 報提 供 の あり 方 ｛内容１時期・対 象 者〕」・ 「守る べき 対 象 は 誰か （誰 の 人権・権利 を守 る の か〕」、 「配
慮 さ れる べ き 問 題 は 何か」 等 を ディ ス カ ッ シ昌 ン Ｌた。
ディ ス カ ッ ショ ンで は、 他 人 の 受 精卵 を移 植 さ れ た 可 能性 を 医 師か ら 説 明 さ れた 夫 婦 が 人 工 妊 娠中 絶 を意 思

決定するま での心理面 （自分の子ども ではない可能性のある子 どもを妊娠Ｌている精神的辛さ、 自分の子 ども
ω可能性があるにも関わ らず中絶する ことへの迷いや悲嘆等〕 やそ⑳夫婦の権利、 自分達の受精卵を 他人に移
植された可能性のある夫婦⑳権利 （人 工妊娠中絶をする以前に説明を受け、 出産を望めぱ代理出産を 依頼でき
た の か 等〕・胎 児 の生 き る 権 利・事 故 につ い て の 医 師の 説 明 の あり 方、意 思 決定 に お ける 看 護 職 者 や オウ ンセ ラ ー
の か か わ り、 事 故予 防 の マ ニ ュ アル 作り 等 が 話 し 合わ れ た。

出席者のアンケー トよリ
・ 生 殖 医療 にお い て 倫 理 は 非 常 に重 要 だが・ 学 ぶ 機会 は ほと ん どな いた め、 基 本 的 な こと か ら 最 新 の研 究 や 法

律 の動 向、 倫理 の あ り 方 ま でを 学 ぶ 良 い 機会 と な っ た。
ヒ トク ロ ー ン胚、 ヒ トＥＳ細 胞、 ＩＰＳ細 胞 等 に つ いて 新 た な 知 識を 得る こと がで き た。・色々な立場の人の意見を聞いて視野が広 がり 様々な考えや価値観を尊重 していく 必要性を痛感 Ｌた。
・ 報道 を 聞 いた だ け の 一 方 的な 見 方 でｌｌな／・

を ・ な 視点 で 考 える こ と が で き 牟。 事 件 か ら 学ぶ 大 切 さ に 気 付

いた。 倫 理 に つ い て 皆 で 向き 合 う 大 切 さや、 看 謹 職と して 何 が でき る か を 考 瓦る 機 会 と なっ た。
・ 講師 の 齋 腰 先 生 の コメ ン ト が刺 激 的 だＯ た。 大 変 勉 強に な っ た。
・ 生 殖 医 療 に か か わる 看護 師 と して・ 守る べ き も の・ チ ー ム 医 療 の必 要 性、 倫 理等、 多 く のこ と を 考 え さ せ ら

れ た。 今 後・ チー ム と して 患 者 さ ん をフ オ ロ ー した い。 臨 床 でも こ う し た ディ ス カ ッ シ目 ンを しよ う と思 う。
報告 １坂上明子 く埼玉県立大 学保健医療福 祉学部〕

“ 理 事 会 報 告

函 日時：平成・１年・肌日（金〕
【審 議事 項】 １．

．．．
“

入 会 審 査：后 名 の 新規 入 会 を 承 訊 ２
． 第３ 期 理 事１監 事 の 選 挙結 果 お よ び会 計報 告 を 承 認。

第 ７ 回 学術 集 会 に お ける 新 型 イ ンフ ルエ ン ザ １ 風 水害 等 へ の 対応。

函 ・時１平成１１年・月１舳十〕
【審議事項】 １． 入 会 審査 ： ２ 名 の 新 規入 会 を 承 認。

ＮＰＯ 法 人 Ｆ１皿ｅ 「Ｆｍｅ祭 Ｏ そ こ が知 り た い１不 妊」 後 援 （名 義〕 を 承 諾。

函 ・ 時・平成１１年呂月１・・１水〕
一審議事 項】 １． 入会審査：６名 ⑳新規入会を 承認。函 目 時 １ 平 庇田 年君 月２昌日１金〕岨：ｍ ｛２０。仙 場 所 １ 聖 蹄 加着 謹 大学 ２ 号蛆 ４ 暗… 一 ティ ング ルー ム

出 席 理 事 ’ 森 明、 有 森、 遠 藤、 小」ｌｌ、 岸 田、 塩 沢、 清 水、 福 田、 村 本

１報告事 項１ １

１審議事項】 １

各委員会報告

１〕 実 践 開 緒委 貝 会 ：相 談メ ー ル な Ｌ。 実 践 開 発 委員 会 幹事 の推 薦。

２〕 教育推進委員 会 第箇回生殖看謹実践セミナーを平成２１年君月９日 く日〕 に埼 玉県立大学
にて 開 催。 参加 者３呂名。

茗〕 看保連対応 ＷＧ１本学会か ら提出中の医療技術評価提案書 「在宅自己注射指導管 理料」 に
つ い て、 ８月２７日 休〕 に厚 労 省 保 険局 か ら ヒ ァリ ン グ。

｛〕 平成２０年度会 計報告

平 成２１年 度 旧 本生 殖 看護 学 会 総 会 要綱 （案〕。 ２
、
汰 回 （第呂 回〕 の 学 術集 会 につ い て。

次 々 回 （第 蓼回） の 学 術集 会 長に つ いて。

函 呈席理薯：戴撫 徽
（耕 鰐 数満蓑長盈

’蔚 標鷲学
■審議事項】 １ 入会審査：３名の新規入会を承認。 ２ 研究助成 内規の改正案。

平 成２１年度 日本生殖看護学会 総会要綱 （案〕。



⑥ 日本生殖看護学会 発 行 目 ２００９，ｒＯ

日 時 １ 平成２１年 ９月１３日（日〕１２－４ト １３１２０

場 所：三重駐立看護大学 大講義室

出 席 ． 会 場出 席 者２７名、 委 任 状１０
２通

（本会会則第１６条により総会成立〕

総合司会：森理事長 議 長：村本副 理事長

＜報告事項〉

１． 理 事会報告
｛森理事長〕

平 成２０年 度に 開 催さ れ た１３回 てう ち ８ 回 は書

面〕 の理事会について報告。
２． 総務 ｛事務局〕 報告

｛有森理 事〕

平 成２１年 ８月２３日 現 在、 会員 数
は 趾５名。

主 な 活 動 は 会 員 管 理、 関
連 団 体 ・ 機 関 （健 や か

親子２１推進会議・看護系学会等社会 保険連合（看

保連〕・看護系 学会協 議会〕 への対応と、 学会

ＨＰ の運 営 と 管 理 の 実 施。

３、 委員会活動報告 呼成皿年雪
月１ ト 平虚…１年呂月ヨ１旧〕

１〕 常任委員会

◆実 践開発委員会 （福田理事〕

川学 会貝 における看謹上の相 談対応
・相 談 対応 の ＰＲ ｛ニ ュ ー ス レター お よ ぴ ＨＰ〕。

・相 談 件 数 は２ 件。

・ 相 談後 １ 年 以 上 経 過 した 相 談 は、 個 人情 報 や

プ ラ イ パ シ ー を 保 謹 した 上 で ニ ュ ー ス レク ー

に 企 開。

１到不 妊症看 護認定看護師に関する調査ワーキ ン

グ グ ルー プヘ の 参加

・平成２ｏ年 度に行 なわれた日本 看護協会委託の

不 妊症看謹認定看護師⑳活動 に関する実態調

査の結果分析およ び報告書作成に伴う 支援。

１割不妊症看護認定看護師の認定後の継続教育 を

支援 していくた めの枠組み作 り
・ 研 修 支 援 及 ぴ ＨＰ の Ｑ＆Ａ に 対 応 す る 実 践 開

発 委 員 会 のメ ン バー 増 員 を 計 面。
１ 北 海 道 ・ 東 北 ・ 関 東 ・ 東 海 北 陸 ・ 開 西 ・ 中 国 ・

四国 ・九州地 区の不 妊症看護認 定看護師９名

を幹 事と して 推 廟、
理 事会 で 承 認。

◆教育 推遣委員会 ｛森患美理事〕

ｌｌ１第６ 回 生殖 看 護 実 践 セミ ナ ー ⑳企 画１実 施 （平

成２１年 ９ 月 ９ 日｛日〕、 「
生 殖 医 療 に お け る 倫

理 を 考 える」、 参 加
者３８人〕

ω日本生殖看護学会第６回九州地区勉強会の開催｛平

成２１年１月皇５日（日〕、「不
姐と肥満」、 参加者

４１人〕

◆広報委員会 〔塩沢理事〕

；１〕ニュ ー ス レター２０山２３号 の企 画・編 集 及 ぴ発行

１ 平 成 ２０年 ９ 月 、 １２月、 平 成２１年 ３ 月、 ６
月 の ４

回と 臨 時 号ωニ ュー スレ ターを 発行。 関 連学 会

及び関 連省庁への発 送も含め、 平成２１年６月

末 現 在、 約ヨ２０部発 送。

１２〕ＪＳＦＮ ω ＨＰ へ の ニ ュー ス レタ ー 掲 載

ニ ュ ー ス レタ ー の 目 次お よ ぴ発 行 よ り １ 年 経

過 した ニ ュ ース レ クー を ＰＤＦ 化 Ｌ、 掲 載。

１ヨ〕関連学会在どでＰ且活動１学会リーフレットの配布〕

関連 学会や研修会等１５箇所及 ぴ関 連大学、 認

定看 謹師 教 育 課程、 医 療機 関 に学 会リー フ

レッ ト を 配布 し、 ＰＲ
を 実 施。

◆鱈集委員会 （材本理事〕

ｏ〕学会誌の発行

日本生殖看護学会誌（／ｏｕｒ刎 ｏ〃岳μ 肥舵 ｏｆ

丘ｆ舳甘 他ｆ由互〕 第碕巻第１号を発行。
１２１学会 誌発行に関する見直Ｌ
・印刷 頁数が規定枚 数を超過Ｌた場合の著者負

担分、 専任査読委員の定数見直しを検討。
㈹デー タペース掲載の検討

１４１日本不妊看護学会から日本生殖看護学会への

名 称 変 更 に伴 い、 一ＳＳＮ の 変
更 手 続き

◆将来検討委員会 （長岡理事）

ω国内外の情報収集と発信
・ Ｈ Ｐ、 マ

ス コ ミ 学 会 誌、 ニ ュ
ー ス レ ク ー 、

イベ ント参加 養料等を通 じて、 国の動向に関

する 情 報、 関
運学 会の 動 向 に関 す る 情 報 収 集。

・ 不 妊 に 関 連 する 国外 ω ト ピッ ク ス に 関 して、

適宜情 報収集。
１研 究 助 成 の 活 性 化 を は かる た め に、 「生 殖 看

護を学べる大学院の紹介」 のニュース レター

への掲 載や、 当該年 度開催予 定の 国内外の学

会 に 関 す る 情 報を 掲 載。

１刎研究 助 成 の 運営 １ 管 理
・ 研 究 助 成 金 と Ｌ て、 ２ 件 分、 １ＯＯ，ＯＯＯ 円

を 積 立 。

・ 前 年 度 の 研 究助 成 に 関す る 問 い 合 わ せ 対 応 お

よ び管 理。
・ 平 成２１年の 研 究助 成 に関 Ｌて、 ＨＰ

及 ぴニュ ー

ス レタ ー を 通 じて 公 募。 １件の 申 請に 対 Ｌ、
研

究助 成 審査会 を開 催、 決定
後、 諸 手続 きを実 施。

１研 究 助 成 内 規の 改 正。

２〕 特別委員会

◇学会発展構想ワ］キンググループ ｛森理事長〕

３年間 の学 会の事 業 ・活動 につ いて、 パラ ンス

ドス コ ア シー ト に基 づ き、 ■財務 の 視
点 Ｈ顧 客

の視点】一内部プロセスの視点】一革新と成長の視

点】 ω ４ 点から評 価 Ｌ、 次
期活 動 に向 けて検 討。

◇着保連対応ワーキンググループ （森理事長）
・ 本 会は、 看 護

系 学 会と し て、 「看 謹 系 学
会 社

会保険連合 （看保連〕」 の発足時コ：り加盟 Ｌ、
看護技術評価委貝会に所属。
・ 本年 度 も、 総 会、 看 護 技

術 評 価 委員 会 に 出席

Ｌ その 動 向 を 把握。
１ 平 成２２年 度診 療 報 酬 改 定 に向 け て、 本 会 か ら

医療技術評価提案書 ｛保険既収載技術 刷 「在

宅自己注射指導管 理料」 を提出し、 ８月２７日

に 厚 生労 働 省 保 険局 の ヒ了 リ ン グ。

４ 平成２０年研 究助成申請詰 果 （森理事長〕
・ 研 究助 成 審 査 会 ｛平 成２１年 ８月１０日 ： 書 面） で

の 選考 結 果 ． 申請 件 数 １ １ 件、 採
択 件 数 ： １仲

研究代表者：有森直子氏

採択テーマ１「挙児希望女性の不妊医療機関の受

診を考慮する女性のための意思決

定 支援 コ ンテ ンッ ω作 成」

なお、 選 考 結 果 に つ いて
は 呂月２呂日 開 催 ω 理 事

会での承認を 得た旨が報告。
５ 日本生殖着護 学会 第３期理事・監事 選挙結果

｛上澤選挙管理委員長〕

日本生殖看護 学会会則窮１４条ならびに日 本生殖

看護学会 理事およ び監事の選出規程によ 呵行っ

た 第 ３期 理 事 ・ 監 事切 選 挙 緒 果 につ い て 報 告。

選 挙 人 数１６１名、 投 票 数７｛票、 辞
退 者 ４ 名 と 繰

呵 上 げ 当選 ４ 名 を調 整 Ｌ， １２名 の当 選 者
を 確 定。
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体登録料が会員数の増加による加算が説明。
研究助 成の増 額 につい て会 場よ り質 問、 現行

５万 円 で は 研 究遂 行 に 不 十 分 であ る 旨 説 明。
尭平成２１年 度の活動計画およぴ収支予 算案につ

い て、 会 場 の 抽 手に よ り 承 認さ れ た。

４． 次期理事長・副理事長の承認 （森理事長）

第１３回 の 理 事 会 にお い て 理 事 長 に 森 明 子 氏、 副

理事長に村本淳子氏が選出された旨報告。
韮 会場 の 抽 手 によ ｏ 承 認 さ れた。

５． 次期・次々期学術集会の開催と学術集会長｛森理事長〕

平成２２年開 催の次期学術築会長は徳島大学の岸

田佐智氏、 平成２３年開催の次々期 学術 集会長は

北里大学の上澤悦子氏が選出された 旨報告。
弗 次々 期 学 術集 会 の 開 催 と 学 術 集 会 長 に つい て、

会 場 か らの 拍 手 によ 珀 承 認。

軸強… のご棄両 ・ぺ
旧 崎】 平 成２２年 １ 月３１日｛日〕 １４：Ｏト １７：ＯＯ

【場 所】 国 家 公 務員 共 済 組 合 連合 会瞑 の 町病 院 研 修 講堂 ホ ーム ペ ー ジ ｈｔｔｐ〃ｈ刮ｍ罰ｎｏｍ 旺ｈ叩ノｗｗｗノ

【テーマ】 「生殖医療に尭ける リスクマネジメ ント」 （仮題）

【内 容】 １、 リス ク マ ネ ジメ ン ト に関 す る 講演

２． グ ル ー プ ワ ー ク ・ 発 表

【講 師】 産業医科大学産業保健学 郡安全衛生マ ネジメ ント学講座 近藤 充輔 教授

近 藤 教 授 は、 製 造 業 の安 全 管 理、 リス ク アセ スメ ン トな ど が ご専 門 の か た で、 リ ス ク マ ネ ジメ ン ト

⑳ プロ フェ ッ シ ョナ ル で 九 今 回 は生 殖 医療 の 外側 か ら の 視点 で り ス クマ ネ ジメ ン トに つ い て お 話

Ｌし て 頂く 予 定 で す。 質 問 した い 事例 な どあ れ ぱ、 事前 に ご連 絡く だ さい。

■ね らい】 講 義 や グ ルー プリー ク を 逓 して、 各々 の 施 設で 直 面 Ｌて いる リ ス ケ マ ネ ジメ ン トの 問 題 を 解 決 でき

る 場 に した い と 考 え てい ます。

■連絡先】 国家企務員共済組合連合 会 瞑の町病 院 金丸 道子

〒呂１０一呂５３９ 福 岡 市 中央 区舞 鶴３－５－２７ 電 話 ０９２－７２１－Ｏ呂３１ ｛内 纏２ヨ４１〕 ＦＡＸ ０９２－７１４－３２右２

Ｅ－ｍ副ｉｌ－ ｍｉｔｉｋｏ－ｋ呂１４００１１＠ｊ〔ｏｍ．
ｈｏｍＥ ｎｅ」Ｐ

順 蹄】 平 成２２年 １ 月３１日｛日〕 １３：３０－１５：３０ ■場 所】 ＩＶＦな ん ばク リ ニ ック （大 阪府 大 阪市 西 区〕

■テーマ】 「卵子 提供による体外受精と看護」

■ねらい】 め ざまＬく進歩 ＬているＡＲＴ技術を駆使 Ｌても、 残念ながらお子様に恵まれない ご夫婦もいる。 そ

⑳中で近年、 卵子提供による体外受精 が選択枝とＬて挙げられるようになｏ てきた。 卵子提供によ

る治療は倫理的な問題が大きく、 治療 選択の段階から患者様への精神的在ケ アは欠かせない。 また、
出 産 に 辿 りつ い ても そ れ は ゴー ル で は なく、 生 ま れ て きた 児 へ の ケ ア が 新た な 間題 と して 生 じてく

る。 ま た ドナ ー に対 す
る
、 排 卵

誘 発・ 採卵 で の リス ク の 間題 や 精 神 的 な ケア も 重要 な も の と な っ て

く 乱 日本で卵子提供による体外受精 を実施 Ｌている施設はまだ少ないが、 卵子提供による体外受

精を希望ささる ご夫婦と接する機会が増 えてくる可能性は十分にあ 糺 それを踏まえ、 現在実施Ｌ

ている施設⑳ 現状を知り、 各施設での 今後の看謹 を検討する場とする。

【プロ グ ラ ム】 １３１３０一 オ リ エ ン テー シ ョ ン・ 講 師紹 介

１３１４０～ 出 口 美寿 恵先 生 講 演 （広 島ＨＡＲＴクリ ニ ッ ク）

１｛１５卜 事例紹 介及ぴ事例検討 （グループワーク〕、 発 表

１６１１５山 ま と め

■参 加 費】 １
，
ｏｏｏ円

岬 Ｌ込 み ・ お 問 い 合 わ せ】 参加 さ れ る 方 の氏 名 ・所 属 ・ 連 絡 先 （電 話 番 号 ・Ｅ－ｍ日ｉ１〕 ・ 職 種を 明 記 の 上、 平

成２２年 １月１５日ま で に下 記 へＦ趾 また はＥ－ｍ 訓で ご連 絡く ださ い。

Ｆ服 ㏄一５５劉一棚ヨ５ （ＩＶＦな ん ばク リ ＝ ツク 看 護 部直 通〕

Ｅ－ｍ刮ｉ１’ｆｕｊｉｍｏｔｏ＠Ｍｎ且ｍｂヨェｏ皿 ｛皿Ｆなんぱクりニック 不妊症看護認定看護師 浅井麻利子〕



⑧ 日 本 生 殖 看 護 学 会 Ｎ〇 四 Ｊ冒口菖ｎｅ；目 Ｓｏｏ１昌ｔｙ ｏｆ Ｆｅｎｌｌ」｝ Ｎｕ［；■ｎ呂 発 行 目 ２００９ｒＯ

○ も し不妊看護の現場で行き詰まったら・・

日本生殖看護学会が相談にのります ○
実際 に 患 者 さん と 関 わ ｏ て いく 中 で、 「

目 の 前 にい る こ の 患 者 さ ん に ど的 よ う に 対応 Ｌた ら い いの だ ろう 亨」

「患 者 さ ん と ゆ っ く 珀 話 が出 来る 環 境を 作 る た め には どう した ら い い の か す」 な ど、 臨床 の 現 場 で は シ ス テ ム

や毛 護 観、 倫理 観 な どのＩｌ■で問 題 や ジレ ンマ を 感 じる こ と がある と 思 い ま す。

実 践 開 発 委員 会 で は、 こ の よう な 様々 な 問 題 に 直 面 した 時 に 直 接 ご相 談を お 受 け し、 よ り よ い 不 妊 看護 の 方

向 性 を 一緒 に考 え て い き た いと 考 え て いま す。 現 在、こ的 シ ス テ ム は日 本 生 殖 着謹 学 会 ⑳ ホー ム ペー ジ（ｈ廿ｐｌ〃

ｊ昌ｉｎ．ｕｍｉ皿ｊｐノ〕
か ら の み の ア ク セ ス と な り ま す。

会員 の 皆 様 か らの ご相 談 を お 待 ち して い ま す １ なお、 お 寄 せ い た だ いた ご相 談 の 中 には、 同 じよう な悩 み

を持つ 会員の皆様の 参考になるも⑳が多く含まれています。 相談者⑳同 意を頂いた上、 相談後１年以上 経過 し

た 後、
相 談 さ れ た 方 が 特 定 でき 在 い 形 に加 工 し、 『不 妊 看 護 に 関 する Ｑ ＆ Ａ』 と し て、 ニ ュ ー ス レタ ー や ホ ー

１議１１１滋１１１１；１，、 董◆相識 される場合は…

日本生殖箔 護学会ωホームペー ジにアクセス し、 専用 ⑳ 「ご相談内容記入用紙」 に相談内容を出来る だけ詳

細 に ご記 入 後、 送 信 して く だ さい。 後 ほ ど、 お 返事 を 送 ら せて い た だ きま す。

日 本 生 殖看 謹 学 会 への お 問 い 合 わ せ、 会 貝 に 伝 えた い 情報、 ニュ ー ス レタ ー に 関 する ご希 望 ・ ご意 見 な ど

が あ り ま し た ら、 ＦＡ Ｘ １０３－５２２盾一６３呂Ｏ も Ｌ く は Ｅ－ｍ且ｉ１ｌｊ昌ｉｎ＠冒１〔ｎ．肛 加
ま で、 お 気 軽 に

ご 連 絡 く だ さ い 。

ニ ュー ス レタ ー は 邸 送 では な い の で 転送 はさ れ ませ 仙 Ｌた がｏ て、 住 所・氏 名・所 属等 の変 更 が あ る 方 は、

速 や か に ご連 絡 く だ さ い。

お 知 り 合 い の方 を ぜ ひ日 本 生 殖 看 謹学 会 へ お 誘 いく だ さい。 入 会瑞 望の 方 が い らっ し中 い ま Ｌた ら、 入 会

案 内 をお 送 り しま す の で、 お 名 前、 ご連 絡先 を お知 らせ く だ さい。

日 本 生殖 堵 謹 学 会ホ ーム ペ ー ジ くｈｔｔｐ１〃」呂ｉ皿．ｕｍｉｎｊｐ〕 を 適 宜 更 新 Ｌて い ます。 ぜ ひ 新 Ｌい 情 報を
ご活用 く

だ さ い。

重 要 会費の納入をお 肌・します

平成２１年度会費｛平成２１年９月 １□＾平成２２年呂月ヨ１□の 諸活 動に伴う 会費です〕の納入 をお 願いいた Ｌます凸在お、

過年度 分につ きま して も、 ぜひ納 入をお 願い申 し上 げます （該当され る会貝 様には、 今 回振 込票 を同封させ ていただ

き ま Ｌ た凸 入 金 確 認 の１時 間 差 も あ る こ と か ら、 既 に ご 人 金 い た だ い て お り ま す 場 合 は、 悪 Ｌ か ら ず ご 容 赦 く だ さ い〕。

編集後記

朝 タ涼 しく 君Ｏ、 めっきＯ秋 めいてま いＯ冒≡した が、

皆様 お変わｏ 茜ｏま せん かつ 新型インフル エンザの第

２波によコ て融の代 表的なイベ ソ トで茜る運 動会も申止

とな Ｏ、 残 念に思ってＬ、る子ど もさんや家 族⑳方も多 い

のではなＬｒで しょうか回

広 報委員は、 この号 をもちまして、 委員 の交代と 恵ｏ

ます。 毎 号、
担当者 一同， 頭在 悩ませなが ら有益で楽 し

Ｌ、情 報源とな るよう努 めて参Ｏま した が、 いかがで した

でしょうかワ 次号 （２５号） からの癸送は、 新しい メン

バ ー で、 お 届 け し ま ず出
筥 年 問、 あ Ｏ

が と う こ ざＬ、ま し た。

｛広 輻委員１野灌美江子、塩沢直 芙、林 はるゐ、安成智子〕

日本生殖看護学会

Ｊ罰ｐ副ｎｅ舵 Ｓｏ〔ｉｅｔ｝ ｏｆ ＦｅｒｔｉｌＩｔ｝ Ｎｕｒ昌ｍ厘 ：ＪＳＦＮ

〒ｌ０４－ｏ０４４ 束京 都 申 央 区 明石呵 １０－１

聖路加看謹大学内

ホ ー ム ペ ー ジ ｈｔｔｐｌ〃ｊ畠ｉｎ，ｕｍ ｍ 加 ノ


